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１．目的及び成果目標 

高周波利用設備の設置場所における測定に関しては設置場所の特性に応じた測定方法について様々

な課題があり、本技術試験事務では、それらの課題について整理するとともに、最適な測定方法に関す

る技術的検討を実施し、課題の解決を図る。 

２．試験実施概要 

本年度は「主に医療機関での利用が想定される大型の高周波利用設備」が設置された施設 2 箇所に

おいて漏えい電波の実測を行い、検討した測定方法の有効性を確認した。併せて、目視や設置者へのヒ

アリングによる設備の設置状況、使用状況等の調査を実施した。 

それらの設備を対象として、漏えい電波を適切に測定する上での様々な課題への対応について検討

を行うとともに、国外動向等の調査を踏まえつつ、設置場所における測定を実施する際の手引きとし

て、ガイダンス案を取りまとめる検討を行った。 

３．得られた成果 

「主に医療機関での利用が想定される大型の高周波利用設備」に対する設置場所における測定方法

の検討を行い、それらの設備に対するガイダンス案を取りまとめた。また、高周波利用設備の種別によ

らない共通事項として、規定された距離で測定できないときの電界強度の距離換算方法について一定

の見解を得た。さらに建物外部での漏えい電波の強度が極めて小さい設備については、測定・検証を効

率化できる見込みがあることを得た。 

検討した測定方法は、設置場所における測定を実施する際の手引きとしてガイダンス案に取りまと

める予定である。今後は、工場や住宅地域、公道等に設置される大型の高周波利用設備に対する測定方

法の検討を実施し、ガイダンス案が多様な高周波利用設備の用途や種別また、それらの設置環境を包

含するものとなるように取りまとめる。 

また、引き続き、国際規格の動向等についても調査を行い、それらとの整合についても検討するとと

もに、漏えい電波の測定・検証の効率化に関する検討も行う。 
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